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概 要　Pfeiffer（1936） の 報 告 以 来， ラ ッ ト に お い て は 性 機 能 中 枢 の 分 化 の 臨 界 期 は ，胎生 期 乃至 新生 仔期 に

存在 す る 事 は 多 くの 報告が あ る ．し か し ヒ ト に お い て は こ の 性機能 中 枢 の 分 化 の 臨 界期 が ど の 時 期 に 存在 す る

か 未 だ 全 く不 明 で あ る．

　視 床 下 部 隆 起 漏 斗 系 に 属 す る モ ノ ア ミ ン 作 動 ニ ューロ ン が ，
re ］easing 　 hor皿 one を 介 し て ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 放

出 に 関与 し て お ：P，そ の ＝
ユ

ーP ン の 神経 伝 達物質が ド
ーパ ミ ン で あ る 事 は Fuxe （1964）等 の 研究 に よ り証

明 さ れ て い る．

　薯
’n は

， 視 床 下 部 性 機能 中枢 の 分 化 と， 神 経伝 達物質 が発現す る 時 期 は そ の ＝ ユー
ロ ン の 機能 が 開 始 す る 時

期 に 非 常に 関連 の 深 い も の と 考 え た 、そ こ で 神経 伝達物質 の モ ノ ア ミ ン を 特異的に そ の 局在 を 細胞 レ ベ ル で 明

確 に と ら え る と さ れ る 蛍 光組織 化 学 的 方法 （Falck＆ Hillarp　1962） を用 い て 実験 を 行 っ た．先ず基礎実験 と

し て ，成 熟 ラ ッ ト の 視 床下 部性機能中枢 と 目 さ れ る 諸核 の モ ノ ァ ミ ソ 蛍 光 を 調 べ
， 次 に ラ ツ トの 発育段 階 を 追

っ て 視 床 下 部 の モ ノ ア ミ ン 蛍 光 を検 索 し ， そ の 性 機 能 中 枢 分 化 の 臨 界 期 と され て い る，生 後 5 日 目に モ ノ ア ミ

ン 作 動 ニ ュー
卩 ン の 蛍 光 が初 め て 認 め ら れ る 事 を 確 か め た ．

　次 い で ，ヒ ト 胎 児 の 視 床 下 部 モ ノ ァ ミ ン 作 働 ニ
ュ

ー
ロ ン の 蛍 光 を 22例 の 人 工 妊娠中絶児 で 検 索 し在 胎 5 ヵ 月

以 後 の 胎 児 の 漏 斗 及 び 弓状 核 に こ れ を 認 め た．

　 ヒ ト 胎 児 に お い て ラ ッ ト と同 じ実 験 方法 で ，漏 斗 ， 弓状 核 に モ ノ ア ミ ン 蛍 光 を 認 め て も こ れ を 直 ち に 同
一

ニ

ューP ン と 見敷 す こ と は 困 難で あ る が ，漏斗 の 種 属 に よ る 差 異 或 い は，サ ル に お け る 実験成績 と の 類 似 性 等を

考慮す る な ら ば，ほ ぼ 在胎 5 ヵ 月 以 前 に ヒ ト の 性中枢機能分化 の 臨界期が 存在 し
， 視 床 下 部隆 起 漏 斗 系 の 機能

が 開始 さ れ る 事 を 示唆す る も の と考 え ら れ る．

　　　　　　　　　　緒 　 　言

　 外来性性 ホ ル モ ソ が ， 哺乳動物 の 性管分化に 影

響を 与える事は ， 既に 周知 の 事実で ある が ， 更に

エ ス ト ロ ゲ ン ，ア ソ ド 巨 ゲ ン 及び一部の 合成 ゲ ス

凶
タ

ーゲ ン が雌 ラ ツ トの 性機能中枢分化に 影響を与

え る こ と ， 及びそ の 性中枢機能分化の 臨界期が ，

胎生期か ら新生仔初期に 存在す る こ とは
，
Pfeiffer

　（1936）の 報告以来多数 の 研究者に よ っ て 証明さ

れ て 来て い る ．併 し ヒ トに お い て は
， 動物実験と

同様な直接的証明方法は 困難で ある た め ，視床下

部性機能分化の 時期は未だ全 く不 明に 等し い ．

　　こ の 間題を究明す る手掛 りの ひ とつ と し て 著者

は ， 視床下部の モ ノ ァ ミ γ 作働ニ ュ
ーロ ン に 着目

した ．

　そ の 理由の 第
一

は
，

こ れ らの ニ
ュ
ー

ロ ソ
， 中で

も隆起漏斗系に 属す る ドーパ ミ ン 作働 ニ ュー ロ ン

は
， 恐 ら く各種 の releasing 　 hormone を 介し て下

垂体の ゴ ナ ド ト ロ ピ ソ 放出に ， 最も主要な役割を

演ず る もの と推定 さ れ て い る こ とで ある． （Fuxe

1964
，
Schneider＆ Mc 　Cann　1969，　 Kamberi 　 et

aL 　1970
，
　 Ahren ＆ Fuxe 　1971 ）．

　そ し て 第二 の 理 由と して
，
Hyyppa （1969） は

我 々 と同 じ Falck ＆ HillarP の 蛍光組織化学的方

法を用 い て
， ラ ッ ト視床下部 の隆起漏斗系 の ニ

ュ
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一
ロ ソ に 胎生第 20日に ， 初め て モ ノ ア ミ ソ 蛍光が

出現す る事を報告し，こ れ は視床下 部性機能分化

の 時期 と
一

致す る と述べ て い る．

　 即ち ， 分化 の 途上に ある特定 の ニ
ュ
ー

卩 ソ 中に

神経伝達物質が初め て発見され る時期 は
， あ たか

もそ の ニ
ゴ

ー
ロ ソ の 属す る神経系の機能が発現す

る時期に 略々
…
致する と言 うこ とが 出来る．従 つ

て こ の 方法 に よ り，視床下部性機能分化 の時期 を

ある程度推定 し得る と考え られ、る．

　そ こ で 著者 は
，
Falck ＆ ｝lillarp （1962） カミ開

発 した 蛍光組織化学的方法に よ り ， 先ず ラ ッ トに

お い て 基礎実験を 行 つ た 後 ，
ヒ ト胎児視床下部 の

モ ノ ア ミ ン 作働 ニ ュー
ロ ン を観察 し

， 胎生期 の い

つ 頃か らモ ノ ア ミ ン 蛍光が証明され得る か を検討

し ，
ヒ トに お け る 性中枢機能分化 の 臨界期を推定

し よ うと試み た．

　　　　　 実験材料並 び に 実験 方法

　 1．実験材料

　 1．　 ラ ッ トに よ る基礎実験

　 ウ イ ス タ
ー系 ラ ッ トを使用 した ．即ち成熟 ラ ッ

ト及び各発育段階にお け る新生仔或い は 未熟 ラ ッ

トを 各 グ ル ープ 3 匹乃至 6 匹 ， 合計50匹を使用 し

た．

　固型飼料 と水を 自由に 与 え，
一

定の室温及び 自

然採光の環境下で 飼育 した ，

　正確 に 4 日性周期の 雌を選び
， 交配後妊娠が確

定 した もの は分娩箱に 移 して 飼育 し，新生仔は 分

娩 日を 0 日として 生 後 日数を計算 し た ．

　2．　 ヒ ト胎児の 実験

　母体の疾患 の た め 厳密な適応 の もとに ，人エ妊

娠中絶を施行し，娩出胎児 の 死亡 確認後，家族の

同意 の 得 られ た 在胎第28週以前 の 22例に つ い て 検

討 した ．

　胎児の 在胎時期は ，最終 月経 よ り計算 し た週数

と体長 （crown −heel　length） の 測定値が 必 ず し も

一
致 し な か っ た の で ，す べ て後者 よ り推定し た 月

数を もつ て 在胎月数 と し た ．

　 ll．実験方法

　実験方法 は
，

DahlstrOm ＆ Fuxe （1964） の 方

法に 従 つ た．

　即 ち ， ラ ツ トに お い て は ：

　 L 　凍結乾燥

　断頭屠殺後，可及 的速や か に 開頭 して脳組織片

を採取 し ，
こ れ を直ち に ア セ ト ン ， ドラ イ ア イ ス

（
− 80℃ 以下）又 は

， 液体窒素 （− 190℃ ） で 冷

却 した イ ソ ペ ン タ ン 中 に 浸 して 瞬時 に 凍結せ し

め
， そ の 後凍結乾燥器 （山本製作所製） に て 5 目

乃至 7 日間，− 35℃ で凍結乾燥の 後，− 20℃ で 24

時聞 ， 室温で 12時聞 と順次復温乾燥す る．

　2 ．　 ホ ル マ リ ン ガ ス に よ る処理

　凍結乾燥終了後 ホ ル マ リ ソ ガ ス に て 、80℃ 1 時

間処理．

　3． 包埋及び薄切封入

　組織片を 60℃ の 軟パ ラ フ ィ ン に 真空包埋 し，更

に 硬 パ ラ フ ィ ン で 包埋 した ， こ の 包埋組織片を前

額面方向に 50μ 間隔で ，10μ の 厚 さの 連続切片を

作製 し ，無蛍光 ス ラ イ ドグ ラ ス に 載せ 65℃乃 至 70

℃ で 加温伸展 し て
，

エ ソ テ ラ ソ （メ ル ク 社製） で

封入す る．

　4 ． 検鏡

　蛍光顕微鏡 （オ リ ン パ ス 社製） を使用 し た ．光

源 は 高圧水銀灯 を 用 い
， 励起波長は 4工0〜 480

m μ で，暗視野 コ ソ デ ン サ ーを使用 し ，二 次 フ ィ

ル タ
ーは 4gom μ 以下 を 吸収す る Y −5Gを通 して

蛍 光を観察し た ．

　 ヒ ト胎児 に お い て は ：

　 ヒ ト胎児 は ，家族 の 承諾を得た後に ， 開頭 して

幌床下部組織を採取後 ， ア セ ト ン ， ドラ イ ア イ ス

で冷却 した イ ソ ペ ソ タ ン の 中に 入 れ て凍結，以後

は ラ ッ ト と同
一

条件下 で 凍結乾燥 ，
ホ ル マ リ ン ガ

ス 処理 ，パ ラ フ ィ ン 包埋 を 行 い
， 前額面方向で 約

1〔）0μ 間隔 で 10μ の 厚 さの 連続切片を作製 した．

　尚 ， 同時 に 各 々 の 連紡切片 の
一一・

部を トル イ ジ ン

ブ ル ー染色 して ，蛍光 の 組織 内局在 個所 を確認 し

た ．

　　　　　　　　　実験結果

　 1 ．ラ ッ ト視床下部組織

　ラ ・y トの 性機能に 関係の 深 い 視床下部諸核 の モ

ノ ア ミ ソ 蛍光を ， 生後日数を追っ て 検討 した 結果

を表 1 に 示 す．
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表 1　 Appearance　of　catecholamine 　fluorescence　in　the　hypothalamus　of　the 　neonatal 　and 　adult 　rats

Median 　 Eminence

Nuc．Arcuatus
Nuc ．　Ventromed ．

Nuc．Perivent．

Nuc．　Par殳vent ，

Nuc ．　Suprachias．

Nuc ，　Preepticus

Days　after 　birth

… 1・ 132
什

20 工4 12

十

十

十

十

十

十

十〜土

十

十

±

十

十

十

十

十〜一

十〜一

十

十

十〜一一

±”v −一

±

1・　 6　 51 ・

十〜±　　 　 十
〜±　 　 　 　 　 　 　 十〜±

±〜一

一
一；

一

±〜一

　 1．　成熟 ラ ヅ ト ：

　正 中隆起 ： 外層 に 柵状 に な っ た神経線維の モ ノ

ア ミ ン蛍光を認め ， 視床下部諸核中 ， 最 も強 い 蛍

光 で ある．　 （写真 1）

　弓状核 ： 正中隆起 よ り稍 々 弱 い 蛍光で ，第 3 脳

室底左右 に 認め ，神経線維及 び細胞体 （特 に 核周

囲）に モ ノ ァ ミ ン 蛍光 を認め る．

　脳室 周核 ： 第 3 脳室 に 沿っ て 両側に ， 神経線維

の モ ノ ア ミ ン 蛍光を認 め るが細胞体は 明瞭で は な

い ．

　脳室旁核 ：脳室周核 に 引続 い た上 方に 拡る神経

線維 の 蛍光を認め る．

　腹内側核 ： 脳 室周核の 両外側に ， 神経線維 の 非

常に 弱い 蛍光を認め る．

　視索前核 ： 視索前野 に 中等度の 神経線維の蛍光

を認め る．

　視交叉上核 ： 著者の実験 で は ，蛍光は 認め られ

な か つ た ．

　又 ， 視床下部諸核の モ ノ ア ミ ソ 蛍光で は ，雌雄

の 差異 は認め られ なか つ た．

　性周期 と視床下部 ，特に 正 中隆起 の 蛍光 の 強弱

の関連性は ，著者 の実験で は 明確で は なか っ た ．

　 2． 発育段階に お け る ラ ッ ト ：

　生後 5 日 目の新生仔 に 初め て
， 正 中隆起及 び弓

状核 に 弱 い モ ノ ア ミ ソ 蛍光 が 出現 した．　 （写真

2 ）
『

　生 後12日 目に は ， 脳 室周核 ， 脳室旁核に 蛍光が

出現する ．

　生後20 日目に は ，こ れ らの 蛍光が増強す る の が

認 め られ た．

　生後30 日 ， 即 ち思春期直前に は腹内側核 ，視索

前核 に も蛍光が 出現 し
， 他 の 核に お い て は 成熟 ラ

ツ ト とほ と ん ど同 じ程度 の 強い モ ノ ア ミ ン蛍光に

な つ た．

表 2　 ApPearance　of　catecholamine 　fiuorescence

　　 in　the　hypothalamus　of　human 　fetus

Gestation
皿 onth

IV

V

VI

C ．H ．L．

11c皿

151617202Q222426

，526

．5272727

．5

Sex
Fluorescence

MMFMFMMFF

Infundi＿　　 Nuc ．
bulum 　　　　　arcuatus

十

十

FM

一
M一
F

十

±

十 ±

27．5　　 F
　 29

　 29　 ！

132i
陣 「
　 33

MMM

田

MF

33．53435 FFF

十

十

十

士

十 　 　　 　 十

＿　 广闇 ＋

C．H ．L ： crown −heel−length
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　 1 ． ヒ ト 胎児視床下部組織 ：

　22例 の ヒ ト胎児視床下部組織 の
， 在胎月令別 に

よ る隆起漏斗系に 属する ＝
＝
− p ン の モ ノ ァ ミ ン

蛍光の検索結果を 表 2 に示 し た．

　表に示す如 く隆起漏斗系に属する ニ
ュ
ー

ロ ソ の

モ ノ ア ミ ン 蛍光の 出現は
， 必ず しも在胎月令 との

間に
一定の 傾向を示 さな い が ，少 くとも胎生 4 ケ

月以前 で は 全 く蛍光を認め る こ とが 出来 なか つ

た．

　胎生 5 ヶ 月に 至 つ て ，初め て 弓状核及 び漏斗に

属す る ニ
ュ
ー P ン の

一
部に ，神経線維の蛍光を僅

か に 認め る例が 出現する．　 （写真 3 ）．

　胎生 6 ヶ月 に お い て は ， 弓状核及び漏斗内神経

線維に 蛍光を認め る例が増加す る ，併 し こ の 様 な

線維は散在性 で ，網状構造を形成する所見 は み ら

れな い ．

　写真 4 ．は 在胎28週 の 女児 の 第 3 脳室 ， 弓状

核 ， 漏斗 の 全景で トル イ ジ ソ ブ ル
ー染色に よ る．

各部位の 番号は 以下 の 蛍光顕微鏡写真 の 番号を 示

す．

　胎生 7 ケ 月胎児で は ， 弓状核に お い て 強 い 蛍光

を示 す多数 の 神経線維が認め られ ，
こ れ らが網状

構造 を形成す る例 も出現する （写真 5 ）．こ れ らの

神経線維 は ， 所 々 で 瘤状の 隆起 （varicosity ） が

明瞭で あ る．併 し細胞体の 蛍光は，は つ ぎりしな

い ．

　漏斗に お い て も，同様に 明瞭な蛍光を示す神経

線維の 網状構造が認め られ る．

　写真 6 は
， 写真 5 と同一の 在胎28週 ， 体長34c皿

の 女児 の 漏斗の 蛍光顕微鏡写真で あるが
， 弓状核

と同様に 多数の 神経線維終末の 蛍光を認め る．

　写真 7 は
， 同一

標本の異つ た個所を 示 す ．や は

り同様 に 多数 の 神経線維 の 蛍光が認め られ る が ，

こ れ ら神経線維 と capillary 　Ioop に 属す る と 思 わ

沮．る毛細血管 と の 関係は ，明瞭で な い ．

　写真 8 は
， 上記症例 の 漏斗の 辺縁部を示す．細

胞 に 乏 し い 外層の 特徴を そな え た 部分で ある が ，

放射状に 走行す る明瞭な モ ノ ァ ミ ン 蛍光を示 す神

経線維が認め られ る．

　　　　　　　　　 考　　案

　 Falck ＆ Hillarp（1962） に よ っ て 確立 され た

蛍光組織化学法は
，

モ ノ ア ミ ソ の 局在を細胞 レ ベ

ル で 明確に と らえ ，
モ ノ ア ミ ン 作働 ＝＝ 　 g

一
卩 ン の

走行 を 蛍光顕微鏡下 に 直接 と らえ る こ とが出来

る．直径 O．3μ位まで の モ ノ ァ ミ ソ ニ
ュ
ーP ン が

検出可能で ある とい わ れ て い る ．

　本法 の 特異性に つ い て は
， 藤原 （1967）に よれ

ば
，

　 L 　 モ ノ ア ミ ソ の 蛍光は 黄緑色 で ，非特異性蛍

光 とは ，色 と輝きに 差が あるの で 充分区別 し得 る．

ドーパ ミ ン 或 い は ノ ル ア ド レ ナ リ ン と セ ロ ト ニ ン

の鑑別 に は
，

セ ロ トニン が黄 ま た は 黄褐色蛍光を

示す こ と に よ り明瞭に 区別 する こ とが 出来る．

　2 ． ホ ル マ リ ソ ガ ス 処理 に よ つ て 蛍光を発する

た め に は ， カ テ コ ー
ル ア ミ ソ の 3−hydroxy 基が ホ

ル マ リ ソ に よ る側鎖 の 閉環に 必須で あ り ， 又第
一

ま た は 二 級 ア ミ ン で あ る こ とも前堤 とな る．

　3． eg− ．
級 ア ミ ソ で ある ドーパ ミ ン 及び ノ ル ア

ド レ ナ リ ン の蛍光は ，緑色調が強 い の に 反 し，第

二 級ア ミ ン で あ る ア ドレ ナ リ ソ の蛍光は よ り強 い

黄色調を帯び る．又 ア ド レ ナ リ ソ の 蛍光発現に は
，

ノ ル ア ド レ ナ リ ン 及 び ドーパ ミ ン の 蛍光 よ リホ ル

マ リ ン ガ ス 処理時間が長 い こ と を必要 とする．

　4 ．　 ト リ プ ト フ ァ ン や ト リ プ タ ミ ン の よ うな イ

ン ドー
ル チ ラ ミ ソ の 蛍光は きわ め て 弱 い

， 又三級

ア ミ ン や メ ラ ト ニ ソ な どは 蛍光を生 じ な い ．

　5 ．　 ドーパ は ドーパ ミ ソ と同
一

の 蛍光を発する

が ， ドーパ ミ ン 生合成過程 に お い て ドーパ ミ ン

は ，速や か に 脱炭酸 されて ドーパ ミ ン に 転化する

の で 実際．L は ，ほ と ん ど問題は な い ，

　以上 の 諸点 よ り本法 の 特異性は ぎわ め て 高 い と

考 え る こ とが出来る ．

　視床下部弓状核に 細胞体を 位置 し，神経線維が

漏 斗外層内 の capillary 　leopに終末 して い る所謂

隆起漏斗系 ニ ュ
ー

ロ ン が，下垂体性 ゴ ナ ド ト ロ ピ

ソ の 分泌乃至 放出の 中枢支配を 司さ ど る
， 重要 な

役割を有す る こ とは 略 々 確認 さ れた事実で ある．

Fuxe （1964） は ， 蛍光組織化 学的検索に よ リラ

ッ トに お い て ，こ の 隆起漏斗系が ドーパ ミ ン を神
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経伝達物質と す る こ とを 報告 し
，
Ahren ＆ Fuxe

（1971），Fuxe 　 et 　al ・（1972）等 は ，こ の ニ
ュ
ー

ロ

ン 内の ドーパ ミ ン の転換率が性周期，去勢 ， 性 ス

テ T・ イ ドそ の 他種々 の 内分泌環境の変化に よ り，

有意に 変動す る こ とか ら上 述の 事実を裏付けて い

る．

　著者は ，こ れ らの 成績を根拠 と して ，器官分化

の 段階に お い て該当す る 二
＝

一
ロ ン 内に ドーパ ミ

ソ が 出現 し始め た 時期が ， そ の ニ ュー p ン の 機能

が開始された 時期に 相当す る と推論 し得る と考え

た．

　 ラ ッ トに お い て ，視床下部諸核 の モ ノ ア ミ ン 蛍

光の 発育段階に お け る発現時期 に つ い て は ，既に

HyypPti （1969），Smith ＆ Simpson （1970 ），Leizou

　（1971）等の 報告が あ り ， それ に よる とモ ノ ア ミ

ン 蛍光 は ， 胎生 20日目頃か ら弓状核 ， 脳 室周核 ，

脳室旁核の 神経線維に 出現 し，正中隆起外層に は

生後 5 日目に 初め て 検出され る．

　著者 の 実験 に お い て も，生後 5 日目に 正中隆

起及び弓状核に 初め て モ ノ ア ミ ン 蛍光が検出され

た．

　 次い で ヒ ；・胎児に お い て 検討 し た結果 ，胎生 5

ケ 月末よ り漏斗内に モ ノ ア ミ ン 蛍光を呈 する神経

線維の 発現を認め た ．

　 即ち ，著者 の 行 っ た実験手技に よ っ て は ，胎生

5 ヶ月末 の ヒ ト胎児の 隆起漏斗系 二
＝
一ロ ン の 分

化段階は
， 生後 5 日日 の ラ ツ トの そ れ に 相当す る

と推定す る こ とが可能で ある．

　 周知 の 如 く ， ラ ッ ト視床下部分化の 臨界期は ，

andorgen 　sterility な どの 実験に よ り ， 生後 10日以

前に ある こ とが証明され て お り こ れ よ り換算す る

な らば ，
ヒ ト胎児視床下部性機能分化の 時期は 胎

生 5 ヶ 月以前に さか の ぼる もの と推察される ．

　 勿論 ， 前言 した よ うに ラ ッ ト と ヒ トの漏斗 の 組

織構造は ， き わ め て 相違 して お り，又 そ の 機能 も

必ず しも同
一

で はな い か も知れな い．即ち ，
ラ ッ

トな どに お い て は ，漏斗 の 構造は 内，外 2 層に

明瞭に 区別 され ，
モ ノ ア ミ ン 蛍光を示 す神経線維

は ， 主 と し て 外層に 柵状に 集合 して 認め られ るの

が普通で あ る．併 し こ の 2層構造は ，動物の 進化
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段階が進 むに し た が っ て 不 明蜘 こ な り （Hanst・6m

1953），特 に ヒ トに お い て は ，
capillary 　looP を伴

つ た 外層組織の 内層内へ の 偏位 （Nach−lnnerverl．

agerung
，
　Diepen　1962）が著明で ， 内外 2 層を区

別す る こ とが不可能 とな る．

　 した がつ て ヒ ト漏斗組織内に 認め られ た神経線

維が ，単に モ ノ ア ミ ン 蛍光を示す とい う理 由の み

で
，

ラ ッ ト正 中隆起組織 の 隆起漏斗系 二 ＝
一

ロ ン

に 相当す る と推定す る こ とは ， 早急に過 ぎる か も

知れ な い ．

　 こ の 場合 ， 対照 とすべ ぎ成人 の 視床下部 ニ
ュ

ー

P ン の モ ノ ア ミ ン蛍光組織化学的証明は ， 技術的

に 不 可能 で ある の で 未だ報告をみ ない が ，Odake

（1967 ）に よ る成熟サ ル の 漏斗組織中 の モ ノ ア ミ

ン作働 ニ
ュ
ー

卩 ン の蛍光組織化学所見 と ， 著者の

所見 とが極 め て よ く
一致す る こ と よ り，著者は こ

れを ヒ トに お ける隆起漏斗系 ニ
ュ
ー P ン と推定出

来る と考え る． 尚 ， 佐野 （1972） は
，

ヒ ト胎児

の 黒質線状体路の モ ノ ア ミ ン 蛍光が，や は り胎生

5 ケ月頃 よ り確認で きる こ と も， 認め て お り，著

者 の 成績 と考 え合わ せ る と甚だ興味深 い と思われ

る ．

　 こ の よ うな ，
ヒ ト視床下部機能分化 の 臨界期を

直接的な手段に よ り検討 し た報告は ，そ の ア プ ロ

ーチ の極め て 困難な こ とよ り甚だ少い が ， 何れ も

胎生期に 視床下部
一

下垂休系 の 形態学的完成を示

唆 して い る．

　 例えば
，

’Espinasse（1933），Niemineva （1950）

は ， 形態学的観察に よ りヒ ト胎児下垂体門脈は ，

胎生 前半期 に 完成 さ れ るが その capillary ！oop

は，後半期少 くとも出生予定 日前に は 完成 され る

と した．

　 Rinne （1964）は ，体長 18c皿の ヒ ト胎児に お い

て 初め て capillary が正中隆起を穿通す る像が認

め られ ，更 に体長32  の 胎児 に お い て ，初め て

視床下部下垂 体茎の 神経線維 の 中の 神経分泌物質

が ，
capillary 　loop 内に侵入す る の が 認め られ る

と報告して い る．但 し
，

こ れは ゴ ナ ド ト ロ ピ ソ 分

泌に 関係 し た ，下垂体前葉及び そ の 神経支配機構
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に 直接関連 した 成績 と は い い 得な い ．

　 尚， 小林 （1968 ）は ， ヒ ト胎児臍帯血 中ア ン ド

ロ ゲ ン濃度に は
， 男女差が ない に 対 し生後直ち に

男児に著明な血中ア ン ド ロ デ ン 濃度の 上 昇が認め

られ る こ と よ り，視床下部の 性機能分化 は生後 に

行わ れ る と推定 し て い る．

　併 し こ の 成績は ，視床下部性機能分化の 臨界期

が胎生期に 存在す る可能性を必ず しも否 定す る も

の で は な い ．

　著者 は
， 神経伝達物質を 蛍光組織化学的 に 証明

する こ とに よ り，該当す る ニ ュー
ロ ソ

， した が つ

て その ニ ュー
ロ ソ の 属す る神経支配機構の機能発

現 の時期，即ち視床下部性機能中枢分化 の 臨界期

を推定 し ょ うと試み た ．

　 こ の よ うな ア プ ロ
ー

チ に よ る，ヒ ト胎児視床下

部性機能分化の 研究成績を従来の 研究報告 と比較

検討 した結果，そ の 妥当性を強調 し た い ，

　稿 を 終 る に 臨み
， 終 始 御懇 篤 な る 御指遡 と 御校閲 を賜

り ま し た 恩 師 石 塚 直 隆 教 授 に 深甚な る 謝 意 を 表 し ま す

と 共 に ，終 始 御 指 導 お よ び 御 助 言 を 戴 ぎ ま し た 中 西 勉 講

師 に 厚 く御 礼 申 し 上 げ ま す．又 研究を 進 め る に あ た り御

助 言，as　WJ力 を 戴 い た 成 田 収講 師 は じ め 教 室 員 各 位 に 感

謝 致 し ま す，

　尚，実験 に 際 し 懇 切 な る 御 指 導，御 助 言 を戴 い た 名 古

屋 大 学 農 学 部冢 畜 生 理 学 教 至 五 島 治 郎 教 授 に 深 謝 致 し

ま す．

　本論文 の 要 旨 は 昭 和47年第 12回 日本先天異常学会総

会 お よ び 昭 和 47年 第 17回 日 本 不 妊学会学 術 総会 に お い

て 発表 し た ．
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写 真 1

丸 山 論 文 附 図

成熟 ラ ッ ト止 中 隆 起 外 層 の モ ノ ア ミ ン 蛍 光

（10× 10）

写 真 3 ヒ ト 胎児 胎 生 5 ヵ 月 の 漏 斗．僅 か に 神 経 線

維 の 蛍 光 を 認 め る．　（10 × IO）

写 真 5 　写 頁 4 の 症 例 の 5 の 部 位．在 胎 28週 の ヒ ト

　　　 胎 児 弓 状 核 の モ ノ ア ミ ソ 蛍 光 で ，神経線維

　　　 細 胞 体 に 認 め る ，　（10x10 ）

写 真 7　写 真 4 の 症 例 の 7 の 部 位 で 漏 斗 の 異 っ た 個

　　　 所 の 神 経 線 維 終 末 の 蛍 光 を 示 す．（10x10）

写 真 2 生 後 5 日 日 の ラ ツ ト 正 中隆 起，弱 い モ ノ ア

ミ ン 蛍 光 を 認 め る ．　 （20 × 10）

写 真 4 　在胎28週 身長 34cmの 女児 の 第 3 脳 室．弓 状

　　　 核，漏 斗 の 全 景 を ト ル イ ジ ン ブ ル
ー
染色 し

　　　 た ．　 （4 × ⊥0）

写 真 6 写 真 4 の 症 例 の 6 の 部 位 で 漏 斗 の 神 経 線 維

終 末 の 蛍 光 を 示 す．　（10XlO ）

写 真 8　写 真 4 の 症 例 の 8 の 部 位 で 漏斗 の 辺 縁 部 で

　　　 写真中央に 放射状 に 走行 す る モ ノ ア ミ ン 神

　　　 経 の 蛍 光 が 見 ら れ る．　（10x10 ）
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